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への増床や、High Care Unitや Stroke Care Unitの整備等が予定されておりま
す。すでにその一貫として、平成 16年 10月1日より救急部入院ベッド4床を5B病棟

































































































































































































































































































































滋賀医科大学医学部附属病院  理  念� ●理念を実現するための  基本方針�
●患者さま本位の医療を実践します�
●信頼・安心・満足を与える病院を目指します�
●あたたかい心で最先端の医療を提供します�
●地域に密着した大学病院を目指します�
●世界に通用する医療人を育成します�
●健全な病院経営を目指します�
　滋賀医科大学では、本年10月1日をもって開学
30周年を迎えました。10月1日に記念国際シンポ
ジウム、10月2日に記念講演会・記念式典および記
念祝典を大津市内のホテルで盛大に挙行しました。�
　国際シンポジウムでは、交流協定を締結している5
大学（カナダのブリティッシュコロンビア大学、中国
の北華大学とハルビン医科大学、フランスのピカル
ディー ・ジュール・ベルヌ大学、イタリアのローマ大学）
の学長、副学長が出席し、医学教育制度等について、
活溌な意見交換が行われました。�
　10月2日の記念講演会では、日本代替・相補・伝統
医療連合会議理事長　渥美和彦先生による「21世
紀は統合医療になる」、先端医療振興財団理事長　
井村裕夫先生による「生命科学の進歩とこれからの
医療」と題しての講演が行われました。�
　記念式典では、吉川滋賀医科大学長の挨拶の後、
中山文部科学大臣（代読：石野高等教育局医学教育
課長）、國松滋賀県知事、野上神戸大学長、山敷滋賀
県医師会長、マクギアブリティッシュコロンビア大学
教授から御祝辞をいただきました。�
　式典終了後には記念祝典が開かれ、鏡開きの後、
国会議員、大学関係者、協定大学関係者、病院関係者、
事務職員等300名を超す参加の中、これからの滋賀
医科大学の未来に思いをはせつつ、和やかな歓談の
場となりました。�
